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日 時 令和６年１１月３日（日）１８：００～２０：００ 

場 所 志津南まちづくりセンター 会議室 

出席者（敬称略）  

委員長 四方道治 委員   北村昌彦  

 委員   大脇正美 委員   髙田篤司 

サポートメンバー  髙岡昭義、佐藤恵子 

猪口 俊輔 委員、白瀧 明 委員は、都合により欠席 
以下議事内容 
 
１． 自助に対する意識づけのための施策として、10/27 子どもフェスタで危機管理課のご協力

のもと防災啓発ブースを設けた 

・危機管理課から山本さん、本特別委員会のメンバーが（他と掛け持ちもあり）随時対応 

・ブースの内容 

１） ダンボールベッド（午後には組み立ての体験も実施） 

２） 非常食等の防災備品の展示 

３） 子供向け防災クイズ 

・少なくとも１００名以上の方がブースを訪れてくれた（中学生、小学生、親子連れも） 

・予想以上の反応、特に、中学生で熱心に質問をぶつけてくる子が少なからずいた。 

・当方の対応が回らず、待ち行列ができるケースがあったなど、反省点もあった。 

・このような取り組みを継続することが今後も重要だと感じた。 

 

２． １１月２日(土)に防災関連の講演会が２件あった。その内容について共有。 

１） 県主催の講演会（守山市民ホールにて、本特別委員会から髙岡さんが参加） 

テーマ 「南海トラフ巨大地震に備える ～命を守る準備と行動～」 

講師 山村武彦氏（防災システム研究所所長） 

 ・「ご近所力」を重要視、町内会や組・班単位が主体となることが重要 

 ・台湾では、行政がたくさんの企業と協定を結び、地震発災直後から重機の出動 

など含め、救助、救援の早期始動ができる体制ができている、、など参考になる 

ことが多かった。 

２） キラリエ草津での講演会（大脇さんが主催者側として参画） 

テーマ 「食物アレルギーと防災について考える」 

講師 大森真友子氏（LFA食物アレルギーと共に生きる会代表） 

 ・災害時の対応、災害への日頃の備えにおいて、食物アレルギーについての 

知識・理解が重要。専門家（医療機関、小学校など）との連携が必要。 

 

３． テーマ「志津南学区の地区特性を知り、防災の課題を考える」について議論 

・委員長からの提示：  

前回（第５回特別委員会）の議論を受けて、本委員会の今までの議論の総括として、 

防災の観点からの学区の地区特性（３点）、そこから想定される課題、必要と思われる 

対応、をまとめたものを委員長から提示し、本委員会のメンバー間で内容を確認した。 

メンバーからの意見（後述）を反映して改訂案としたものを、本議事録に添付する。 

この内容を、12月 13日(金)19:00志津南まちセンにて予定の「市長とまちづくりトーク」 

のテーマ説明資料として活用する。 

市長とまちづくりトークには、本特別委員会のメンバーにも参加いただく予定。 

・メンバーから出た主な意見 

＞ 広域避難所の運営リーダーの育成は、市が音頭をとって研修、訓練を毎年継続 



令和 6 年度「学区防災のありかたを考える」特別委員会 

第６回 議 事 録 202４/１１/３ 

2 
 

  的に行っていくべきである。 

＞ 地域住民、特に高齢者等の避難行動を支援するために、大学生、高校生、 

中学生など青少年世代に、支援する側として活躍してもらえるような手立てを 

講じるといった、幅広い対応を市としても考えることが必要ではないか。 

 ・髙田委員より、上記をサポートする資料を提示いただいた。（本議事録に添付） 

   ＞ 志津南学区内の住宅建築年代（1981年新耐震基準制定前後）の可視化 

   ＞ 避難所開設を想定した訓練の提案 

   ＞ 向こう三軒両隣を基本とした、災害時安否確認の提案 

共通の「災害時安否確認票」の提案 

   ・本委員会の最終まとめ（市長とまちづくりトークのためのプレゼン用も兼ねる）へ向けて 

    以下のデータをまとめておく。 

      ＞ 「住民の避難先が複数に分散」の可視化（3カ所の避難所への時間距離） 

      ＞ 新旧耐震基準の住宅の分布の可視化（髙田委員の資料が活用可能） 

      ＞ 地区（町内）毎の居住者年齢分布 

      ＞ 現在と過去（住宅地造成前）の土地利用状況の重ね合わせ 

（もともとどういう土地だったか） 

      ＞ 当地域における、過去の災害履歴 

 

４． 独自マニュアルの整備について（前回議事録より：継続案件） 

今までの議論に基づき、以下のマニュアルを整備していく 

・各町内会レベルのマニュアルのひな型 

・避難所開設・運営の独自マニュアル 

５． 前線基地である玉川小学校の防災倉庫（耐震機能付き防火水槽含む）の確認実施 

危機管理課の対応待ち 

６． 県の研修会（地区防災計画策定アドバイザー育成研修会 全 4 回予定）は、３回目まで修

了しており、次回（１２月１日予定）で最終となる。（四方）。 

内容・感想をメンバーと共有した。 

 

▽次回予定 

・次回（第７回）委員会 １２月８日(日)１８：００～ 志津南まちづくりセンター 

（当初予定は、１２月１日(日)だったが、１２月８日(日)に変更） 

以上 


